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●消防団合同観閲式　２

蓬
　
田
　
村
　
・
　
蟹
　
田
　
町
　
消
　
防
　
団
　
合
　
同
　
観
　
閲
　
式

七
月
二
日
、
蓬
田
村
総
合
運

動
場
を
主
会
場
に
、
蓬
田
村
・

蟹
田
町
消
防
団
合
同
観
閲
式

が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
八
時
に
消
防
団
員
が
入

場
し
、
八
幡
敏
雄
蓬
田
村
消
防

団
長
の
総
指
揮
の
も
と
整
列
し

た
団
員
、
婦
人
消
防
協
力
隊
三

百
六
十
人
は
、
殉
職
消
防
団
員

へ
の
黙
と
う
、
検
閲
、
機
械
器

具
点
検
、
分
列
行
進
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
、
蓬
田
漁
港
で
は
赤
、

青
、
黄
、
緑
の
水
を
使
っ
た
色

鮮
や
か
な
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、

観
覧
者
か
ら
大
き
な
拍
手
を
浴

び
ま
し
た
。

◇
青
森
県
知
事
表
彰

・
永
年
勤
続
功
労
章

部
　

長
　

木
　

村
　

洋
　

一

班
　

長
　

越
　

田
　

秀
　

彦

◇
青
森
県
消
防
協
会
々
長
表
彰

・
優
良
消
防
団
表
彰

蓬
　

田
　

村
　

消
　

防
　

団

・
功
労
章

分
団
長
　
　大
　

宮
　

正
　

志

副
分
団
長
　
木
　
村
　
光
　
秀

団
　

員
　

八
　

幡
　

一
　

郎

・
勤
功
章

分
団
長
　

木
　

戸
　

鐵
　

雄

分
団
長
　

久
　

慈
　

義
　

孝

・
永
年
勤
続
章
（
二
十
五
年
）

部
　

長
　

木
　

村
　

洋
　

一

班
　

長
　

越
　

田
　

秀
　

彦

・
永
年
勤
続
章
（
二
十
年
）

分
団
長
　

佐
　

井
　

昭
　

司

副
分
団
長
　
坂
　

本
　

重
　

学

団
　

員
　

坂
　

本
　

信
　

義

団
　

員
　

坂
　

本
　

清
　

孝

団
　

員
　

吉
　

田
　

清
　

敏

団
　

員
　

松
　

本
　

淳
　

司

団
　

員
　

藤
　

本
　

光
　

廣

団
　

員
　

飯
　

田
　

豊
　

昭

団
　

員
　

稲
　

葉
　

年
　

衛

・
永
年
勤
続
章
（
十
五
年
）

部
　

長
　

八
　

幡
　

昭
　

彦

団
　

員
　

森
　
　
　
　
　

正

団
　

員
　

森
　
　
　
　
　

一

団
　

員
　

福
　

井
　

保
　

人

団
　

員
　

木
　

戸
　

良
　

治

団
　

員
　

柿
　

崘
　

勝
　

博

・
永
年
勤
続
章
（
十
年
）

団
　

員
　

堀
　
　
　

清
　

文

団
　

員
　

吉
　

田
　
　
　

聡

団
　

員
　

小
　

鹿
　

博
　

二

団
　

員
　

八
　

戸
　

一
　

人

団
　

員
　

青
　

木
　
　
　

敬

団
　

員
　

佐
　

井
　

徳
　

清

団
　

員
　

細
　

谷
　

幸
　

生

団
　

員
　

細
　

谷
　
　
　

聡

団
　

員
　

木
　

村
　

亶（
　

司

団
　

員
　

武
　

井
　

牧
　

仁

団
　

員
　

清
　

水
　

淳
　

範

団
　

員
　

高
　

田
　

昭
　

洽

団
　

員
　

小
　

野
　
　
　

孝

団
　

員
　

工
　

藤
　
　
　

徹

団
　

員
　

久
　

慈
　
　
　

司

◇
青
森
県
消
防
協
会

東
青
支
部
長
表
彰

・
支
部
長
章

団
　

員
　

津
　

島
　

俊
　

則

団
　

員
　

吉
　

田
　
　
　

実

団
　

員
　

広
　

田
　

輝
　

明

団
　

員
　

今
　
　
　

弘
　

幸

団
　

員
　

工
　

藤
　
　
　

裕

団
　

員
　

木
　

村
　

慎
　

介

団
　

員
　

川
　

崎
　

憲
　

夫

団
　

員
　

川
　

崎
　

憲
　

二

◇
団
長
表
彰

・
団
長
章

団
　

員
　

三
　

上
　

行
　

男



ｊ　●村消防団長就任にあたり

団
　

員
　

下
　

山
　
　
　

孝

団
　

員
　

八
　

戸
　

一
　

人

団
　

員
　

山
　

本
　
　
　

学

団
　

員
　

中
　

川
　

貴
世
仁

団
　

員
　

木
　

村
　

修
　

悦

団
　

員
　

久
　

慈
　

孝
　

弘

◇
村
長
表
彰

・
村
長
章

本
団
付
分
団
長

佐
　

井
　

昭
　

司

分
団
長
　

坂
　

本
　

重
　

学

部
　

長
　

坂
　

本
　

信
　

義

班
　

長
　

松
　

本
　

淳
　

司

団
　

員
　

坂
　

本
　

清
　

孝

団
　

員
　

吉
　

田
　

清
　

敏

団
　

員
　

藤
　

本
　

光
　

廣

団
　

員
　

飯
　

田
　

豊
　

昭

団
　

員
　

稲
　

葉
　

年
　

衛

◇
感
謝
状

前
団
長
　
　吉
　

田
　

初
　

男

前
副
団
長
　
越
　

田
　

悦
　

夫

前
副
団
長
　
高
　

田
　

重
　

義

前
本
団
付
分
団
長

青
　

木
　

繁
　

一

″
　
　

工
　

藤
　

三
　

男

″
　
　

村
　

上
　

与
志
一

元
分
団
長
　
木
　

村
　
　
　

修

村
消

防
団

長

就
任

に

あ
た

り

八
幡
敏
雄
（
高
根
）

近
年
に
お
け
る
社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
い
ま
し
て
消
防
団
活

動
も
年
々
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

団
員
不
足
、
特
に
実
働
団
員
の

少
な
い
事
や
難
し
い
問
題
も
山

積
し
て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、

無
火
災
を
目
指
し
住
み
良
い
地

域
作
り
を
目
指
し
て
原
点
に
返

り
、
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、

常
日
頃
か
ら
防
火
を
村
民
に
呼

び
か
け
、
水
・
火
災
の
訓
練
を

重
視
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

又
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
の
違
う

同
志
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
し
、

一
層
信
頼
さ
れ

る
消
防
人

を
目
指
し
て
行
く
所

存
で
あ
り
ま
す
の
で
今
後
と
も

変
わ
ら
な
い
御
支
援
、
御
指
導

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
由
し
卜
げ
ま
禺

私
は
ま
だ
ま
だ
若
輩
で
あ
り

ま
す
が
長
い
歴
史
と
伝
統
あ
る

消
防
団
を
守
り
団
員
及
び
幹
部

の
皆
さ
ん
の
御
支
援
、
御
協
力

を
賜
り
な
が
ら
一
生
懸
命
頑
張

る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

村
消
防
団
の

新
幹
部
を

紹
介
し
ま
す

団
　

長
　

八
幡
敏
雄
（
高
　

根
）

副
団
長
　

工
藤
修
治
（
中
　

沢
）

″
　
　

張
間
市
郎
（
長
　

科
）

″
　
　

沛
啼
　

誠
（
広
　

瀬
）

団
付
分
団
長

″
　

吉
田
常
逸

（
中
　

沢
）

″
　

佐
藤
信
彦

（
長
　

科
）

″
　

森
　

秀
夫

（
阿
弥
陀
川
）

″
　

大
宮
正
志

（
郷
　

沢
）

″
　

杰

尸
鐵
雄

（
瀬
辺
地
）

″
　

佐
井
昭
司

（
高
　

根
）

第
一
分
団
長坂

本
重
学

（
中
　

沢
）

第

二

分

団

長坂

本

豊

昭
（
長
　

科

）

第

三

分

団

長森
　

淳

一
　（
阿
弥
陀
川
）

第

四

分

団

長細

谷
　

仁
（
蓬
　

田

）

第

五

分

団

長福

田

幸

生
（
郷
　

沢

）

第

六

分

団

長木

村

光

秀
（
瀬

辺

地

）

第

七

分

団

長久

慈

義

孝
（
広
　

瀬

）

第

八

分

団

長稲

葉
　

宏
（
高
　

根

）



●バイパス工事の植樹について　４

国道280号、内真部～蓬田バイパス工事の植樹工について

先般「バイパスの植樹工が交通安全上問題あるのでは」と記載されたチラシが、蓬田村内の

各戸に配布されたようですが地区住民が誤解を招いてはいけないので、事業主体者として現在

進めている国道280号、内真部～蓬田バイパスの植樹工について、村の広報誌をお借りしてご説

明いたします。

まず、農道等の交差点部については、蟹田警察署とも協議して停止位置を決めております。

農道等の非優先道路を走行する車両はバイパスに進入する場合、交差点手前で一時停止する

ことを原則としております。①②下記写真は農道側の一時停止の位置でバイパス部を見通した

ものです。植樹工については、道路利用者の快適性、安全性等を考慮し、又あわせて沿道にお

ける良好な交通環境の整備を図る目的で計画しており、各交差点部においては十分見通しを確

保して植栽しております。

尚、バイパス全体延長Ｌ＝10.1kmの内、内真部より蓬田小学校通りまでの区間Ｌ＝7.1kmにつ

いては、９月下旬の供用開始を目指して最後の仕上げである舗装工事を進めております。

今後とも地域住民のご要望に沿った道路行政を進めて参りますので、ご支援・ご協力方よろ

しくお願いいたします。又、問い合わせやご意見等については、下記までご連絡くだされば結

構ですのでよろしくお願いいたします。

青 森 土 木 事 務 所      　道 路 建 設 係 

TEL 017-728-0200 (内線231)FAX 017-728-0355

交差点における農道側停止線からのバイパス部見通し現況写真

蟹田側を望む　① 青森市側を望む　②



５　●バイパスエ事の植樹について

国
道
２
８
０
号
交
差
部
(
農
道
等
と
の
)
に
お
け
る
見
通
し
確
保
検
討
図

国
道
２
８
０
号
(
内
真
部
～
蓬
田
バ
イ
パ
ス
)
標
準
断
面
図



●商工会女性部主張発表　６

商
工
会
女
性
部
主
張
発
表
全
国
大
会
出
場

二
唐
美
代
子
さ
ん
（
蓬
田
）
が
六
月
七
日
に
平
成
十
二
年
度
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
女
性
部
主
張

発
表
会
青
森
県
大
会
に
出
場
し
、
見
事
、
最
優
秀
賞
、
青
森
県
知
事
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
七
月

十
三
日
に
県
代
表
と
し
て
東
北
六
県
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
し
て
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

二
唐
さ
ん
は
九
月
二
十
六
日
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

こ
こ
で
、
大
会
で
の
発
表
内
容
を
皆
さ
ん
に
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
マ

「
創
る
、
造
る
、
愛
を
こ
め
て
真
心
を
お
届
け
し
ま
す
」

二
唐
　
美
代
子

県
内
、
東
京
、
川
崎
、
埼
玉
、

広
島
、
鎌
倉
、
南
は
九
州
の
小

倉
、
北
は
札
幌
と
自
分
の
手
で
、

足
で
販
売
に
出
向
く
、
そ
の
間

接
客
マ
ナ
ー
、
販
売
、
姿
勢
等

に
切
々
と
厳
し

く
指
導
さ
れ
現

在
の
笑
顔
が
自
然
に
出

る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
、
冷
害
で
米

が
皆
無
作
、
海
で
は

「
カ
ワ
ハ

ギ
」

が
捨
て

る
程

獲

れ
た
。

「
カ
ワ
ハ

ギ
」

と
く
ず
米
を
利

用
し
て
県
農
務
課
へ
津
軽
伝
承

の
飯
ず
し
を
出
展
し
思
い
が
け

な
い
賞
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の

頃

「
イ
カ
」

も
豊
漁
で
、
ど
こ

に
も
な
い
山
菜
を
使
っ
た

「
い

か
山
菜
す
し
」
を
完
成
す
る
。

昭
和
六
十
一
年
県
漁
連
関
係
の

方
が
訪
れ
て
県
物
産
館

「
ア
ス

パ
ム
」
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
県

産
の
「
鮭
」
を
使
っ
た
製
品
作

り
を
依
頼
さ
れ
、
三
品
店
頭
に

陳
列
さ
れ
感
無
量
で
し

た
。

平

成
元

年
、

村

商
工

会
で

「
む
ら
お
こ
し
事
業
」
に
着
手
、

村
内
か
ら
三
十
点
程
出
展
は
あ
っ

た
が
最
終
的
に
製
品
と
な
る
と

加
工
す
る
人
は
な
い
。
夫
が
胃

が
弱
く
て
二
十
年
程
前
に
普
及

セ
ン
タ
ー
の
先
生
か
ら
聞
い
た

「
よ

も
ぎ
茶
」

を
常
飲
し
、

風

呂
は
入
浴
剤
と
し
て
使
用
し
て

い

た
よ
も
ぎ
、
そ
れ
に
飯
ず
し

を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

村
の
特
産
品
第
一
号
の
誕
生
で

す
。
「
北
の
よ
も
ぎ
茶
」
「
北
の

ぬ
ぐ
も
り
」
「
飯
す
し
」

加
工
施
設
、
予
算

（
機
械
や

道

具
等
）
、
販

路
等
に
大
奮
闘

す
る
中
で
三
回
も
入
退
院
を
繰

り
返
し
、
今

か
え
り
み
て
、
や

せ
た
自
分
を
見
る
た
び
に
よ
く

生
き
て
こ
れ
た
と
体
力
の
限
界

を
思
う
。
県
工
業
試
験
場
、
八

戸
の
水
産
加
工
研
究
所
へ
出
向

き
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
研
鑚
し

地
域
に
助
け
ら
れ
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
作

る
事
、
考
え
る
事

よ
り
以
上
に
私
の
心
を
癒
し
、

励
ま
さ
れ
て
た
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は

「
大
と
人
の
心
」
「
お

も
い
や
り
」
「
暖
か
さ
」
で
す
。

社
会
福
祉
活
動
を
通
し
て
三

十
年
、
老
人
ホ
ー
ム
、
少
年
院
、

養
護
施
設
、
身
障
者
施
設
を
慰

問
し
て
、
皆
さ
ん
に
好
か
れ
涙

ぐ
み
な
が
ら
別
れ
の
時
の
感
動

は
言
葉
で
は
表
現
で
き
な
い
ほ

ど
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。

大
と
人
の
ふ
れ
あ
い
の
貴
重

さ
、

た
だ
物
を
作
っ
て
売
る
だ

け
で
な
く
、
買
う
人
の
立
場
に

な
り
、
純
真
な
気
持
ち
を
育
ま

な
け
れ
ば
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
て
い
ま
す
。

今

ま
で
の
苦
悩
と
心
労
に
耐

え
て
こ
れ
た
の
も
、
商
工
会
女

性
部
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
十
五

年
間
製
品
作
り
に
苦
楽
を
共
に

し
て
き
た
蓬
田
婦
人
グ
ル

ー
プ

の
メ
ン
バ
ー

（
6
5歳
～
7
0
歳
）

の
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
皆

様
へ
感
謝
の
意
を
こ
め
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
命
の
あ
る
限
り
地
域
に
根

ざ
し
た
特
産
品
の
創
意
工
夫
に

専
念
し
、
愛
を
こ
め
て
、
真
心

を
皆
々
様
に
お
届
け
し
ま
す
。

県
、
村
行
政
の
御
指
導
と
御

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
発
表
を
終
わ
り
ま
す
。
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文化協会交流会

６月23日、蓬田八幡宮において、村
文化協会員（高木融道会長）が26名参

加し、交流会が行われました。

交流会は、山本兼光さんを講師に蓬

田八幡宮の歴史を学びました。参加者

たちは村の歴史の一端に熱心に耳を傾
けていました。その後は、茶碗などを

利用した小品鉢植え作りの実演・展示

が行われ和気あいあいと交流を深めま
した。

黒滝遊歩道整備
黒滝までのアクセス道路である大川目林道

が決壊していましたが、蟹田事務所（旧蟹田
営林署）の好意により吹越までの自動車道路
（二股より3. 1km) が修復されました。　これに

伴い７月Ｈ日、大倉山好会（山舘建会長）が
遊歩道の整備を行いました。当日は、草刈機
とチェンソーを手に草刈り、刈り払い、ゴミ

拾い等に汗を流し、作業をしました。
黒滝は、県内外から多くの人が訪れますが、

道の修復により瀬辺地駅入口から車で30分、

徒歩で30 分で黒滝に行くことができます。是
非一度お出かけください。

ハイキングされる方は、ゴミなどをきちん

と持ち帰り、いつまでも美しい自然を大切に
しましょう。又、自動車道は道幅が狭いので
注意して通行をお願いします。

奉仕活動
本格的な観光シーズンを迎えた７月

19日、蓬田小学校青少年赤十字団（小
学４年生以上の児童）と高齢者教室生
約156 人が、 玉松海水浴場と玉松台を

清掃奉仕しました。
高齢者の人たちは、草刈機やかまを

手に児童は、ビニール袋を片手に空き

缶や紙くずなど海辺のゴミを拾い集め
ました。
真夏の焼けるように暑い日差しの中、

海水浴場・玉松台はすっかりきれいに
なりました。

奉仕活動、大変ご苦労様でした。

●
古
代
人
　
土
の
下
か
ら
　
何
か
問
う
　
　
　
　
　
千
恵
子
　
　
●
不
況
風
　
年
金
ま
で
も
　
巻
き
上
げ
る
　
　
　
　
重
　
彦
　
　
　
　
　
　

蓬
田
村
産
業
祭
は
八

●
婆
ち
ゃ
ん
は
　
マ
マ
と
は
違
う
　
千
万
歌
　
　
　
蓬
　
石
　
　
●
年
金
も
　
年
の
行
く
ほ
ど
　
目
減
り
す
る
　
　
　
勝
　
美
　
　
　
　
　
月
二
十
七
日

囗^
゛
に

●
古
来
で
も
　
生
き
る
幸
せ
　
糧
と
な
る
　
　
　
　
絹
　
枝
　
　
●
二
、
三
日
　
上
げ
膳
据
膳
　
い
っ
の
日
か
　
　
　
咲
　
子
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
古
い
種
　
静
か
な
白
で
　
春
を
待
つ
　
　
　
　
　
清
　
乃
　
　

●
千
枚
　
　
厚
さ
　
わ
ぬ
　
　
の
ヽ
　
　
　
　
　
　

和
　
也
　
　
　

バ
　
　

知
人
、
友
人
　
っ
て

●
古
傷
を
　
隠
し
き
れ
な
い
　
細
雪
　
　
　
　
　
　
富
　
栄
　
　
●
二
股
ソ
ヶ

″
卜
　
家
族
が
円
で
　
あ
っ
た
頃
　
　
文
　
明
　
　
　
　
　

た
く
さ
ん
き
て
ね
。

待
つ
て
ま
～
す
。



●村民体育祭　８

第
四
十
一
回
村
民
体
育
祭

熱
戦
を
制
し
中
沢
自
治
会
総
合
優
勝

七
月
三
十
日
、
自
治
会
対
抗

第
四
十
一
回
村
民
体
育
祭
が
村

総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
は
、
雨
で
中
止
に
な

り
、
二
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
、
昨
年
の

分
ま
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

午
前
八
時
四
十
五
分
、
花
火

の
合
図
と
と
も
に
選
手
団
の
入

場
が
始
ま
り
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
衣
装
や
交
通
安
全
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
手
に
行
進
し
ま
し
た
。

目
の
覚
め
る
よ
う
な
青
空
に

恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
各
自
治
会
の
栄

誉
を
か
け
て
、
障
害
競
走
、
綱

引
き
、
リ
レ
ー
な
ど
十
七
種
目

の
競
技
に
撓
み
又
、
応
援
の
テ

ン
ト
か
ら
は
盛
ん
に
大
声
援
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
は
、
少
年
リ
レ
ー

や
長
縄
跳
び
な
ど
に
一
位
に
な

り
、
そ
の
他
の
種
目
で
も
安
定

し
た
力
を
発
揮
し
た
中
沢
自
治

会
が
見
事
総
合
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。



●村民体育祭

主

な

競

技

結

果

い
よ
い
よ
、
蓬
田
村

国
際
交
流
会
ス
タ
ー
ト

去
る
、
七
月
十
七
囗
（
月
）

蓬
田
村
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
「
蓬
田
村
国
際
交

流
会
」
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

会
員
五
十
二
名

（
内
、
法
人
六

団
体
）
の
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、

そ
の
後
も
会
員
が
増
え
六
十
三

名

（
八

月
一
日
現
在
）
と
な

っ

て
お
り
ま
す
。

会
長
に
は
松
本
淳
司
氏

が
選

出
さ
れ
、
「
子
供
達

の
教
育

の

一
助
と
な
る
よ
う
努
力
し
、
先

駆
け
て
い
る
他
の
市
町
村
と
同

等
の
活
動

を
行
い
た
い
。
」

と

の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

沖
縄
サ
ミ
ッ
ト

も
終
わ
り
、

情
報
化

が
進
ん
で
国
際
間
の
垣

根

が
低
く
な
っ
て
い
る
情
勢
の

中
で
、
蓬
田
村
民
も
広
い
視
野

と
豊
か
な
感
覚
で
世
界
を
意
識

し
て
い
き
た
い
と
思
い
、
引
き

続
き

「
国
際
交
流
会
」

の
会
員

を
募
集
い
た
し
ま
す
。
早
急
に

海
外
研
修
と
は
い
き
ま
せ
ん

が

着
実
な
発
展
を
目
指
し
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

蓬
田
村
役
場
企
画
課

ａ
（
二
七
）
ニ

ー
九
四

自
治

会対

抗
リ
レ
１

自
治

会
対
抗

障
害
リレ
｜

長
縄跳
び

消

防
団
リ
レＩ

高
齢

者玉
入
れ

自
治
会

綱引
き

少
年

綱引
き

1中パ

ドル
jMt

1中回

生

jE

1少丱|

万

jy

８少
Ｏ年
Ｏ徒

メ走
１

卜ル

パ
女
子Ｗ

高

齢

者 、`

障

蛍
昆

兄兄
走

サ
ン
ダ
ル
と
ば
し

妥

无

サン

ダ
ル
と

ば
し

パ
男
子Ｗ

婦
人
障

害
リ
レ
ｌ

幼
児

徒
競
走

成
人
障

害競
走

霖
?1

入
場
行
進

総合
の
部

種

目

順

位

郷
沢

阿

弥
陀川

広瀬
中
沢

高
根 高根 高根

瀬
辺
地

田
中

佑
哉

津
島

ゆ
りえ

相

坂

軋

ﾒ1脳

Ｊ　゙

一一
一
上

茴

香

広
瀬

兼平

玲子

八
幡

弘樹

宮
本

中
沢

高
根

中
沢

阿
弥

陀
川

中

沢

八83

点

心

一位

長
科 ／ 宮

本
中
沢

阿
弥

陀
川

蓬田
中
沢

田中

友
規

大
宮
亜
由
美

久
慈

竜
哉

越田

結
衣

高根
木
村

香

小松

学

郷
沢

中
沢

瀬
辺
地

瀬辺
地

広瀬 蓬田

広

瀬

八76

点

心

一
一
位

中
沢

瀬
辺
地

蓬田
長
科

郷
沢 広瀬

蓬
田

一一
一上

琢

義

久
慈

健
太

久
慈

直
美

中
沢

小
松

由紀

佐
井

岩
男

／ 阿
弥

陀
川

広
瀬

瀬
辺
地

中
沢 弯
バ

一一
一位



●保健コーナー /∂

た
ば
こ
っ
て
恐
い
ね
！

禁
煙
教
室
開
催

蓬
田
小
学
校

去
る
七
月
七
日
蓬
田
村
立
蓬

田
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
高

学
年
児
童

（
五
・
六
年
生
）
を

対
象
に
青
森
保
健
所
の
医
師
等

に
よ
る
禁
煙
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し

た
。

喫
煙
は
が
ん
や
心
臓
病
、
循

環
器
疾
患
等
の
重
要
な
危
険
因

子
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

妊
娠
中
の
妊
婦
の
喫
煙
は
低
体

重
児
の
出
生
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
私

た
ち
の
体
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
た
ば
こ
で
す

が
、
い
っ
た

ん
喫
煙
が
習
慣
化
し
て
か
ら
で

は
、

た
ば
こ
に
よ

る
健
康
被
害

に
つ
い
て
の
知
識
は
あ
っ
て
も
、

禁
煙
す

る
こ
と
が
難
し
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
小
学
校
高
学
年
の
児

童
に
対
す
る
禁
煙
教
室
は
、
喫

煙
経
験
が
な
い
か
喫
煙
経
験
が

あ
っ
で
も
習
慣
化
し
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
、

喫
煙

が
及
ぼ
す
健
康
被
害
の
知

識
を
身
に
つ
け
、
大
人
に
な
っ

て
か
ら
た
ば
こ
を
吸
う
か
吸
わ

な
い
か
の
岐
路
に
立
だ
さ
れ
た

時
「
た
ば
こ
は
体
に
悪
い
」
と

い
う
意
識
を
持
ち
、
禁
煙
を
心

が
け
て
く
れ
る
よ
う
願
い
実
施

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
青
森
保
健
所
の
保

健
医
長
で
あ
る
木
村
留
美
子
先

生
が
、
講
話
「
た
ば
こ
は
な
ぜ

か
ら
だ
に
悪
い
？
」
を
お
話
し

た
後
、
ビ
デ
オ
「
た
ば
こ
は
、

体
に
ど
ん
な
影
響
を
与
え
る
か
」

を
上
映
し
、
実
際
に
た
ば
こ
の

煙

が
ど
れ
だ
け
人
間
の
気
管
や

肺
を
汚
し
て
い

る
の
か
を
実
物

の
た
ば
こ
と
ス
モ
ー
キ
ン
グ
ガ

イ
と
い
う
人
形
を
使
い
実
験
し

ま
し
た
。

特
に
ス
モ
ー
キ
ン
グ
ガ
イ
に

よ
る
実
験
で
は
チ
ュ
ー
ブ
を
伝
っ

て
た
ば
こ
の
煙
が
肺
を
み

る
み

る
汚
し
て
い

る
光
景
を
み
て
、

児
童
た
ち
は
「
わ

あ
、
こ
ん
な

に
汚
れ
た
よ
」
、
「
１
本
の
た
ば

こ
で
こ
ん
な
に
肺
が
汚
れ
ち
ゃ

う
ん
だ
ね
」
と
驚
き
の
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。

教
室
終
了
後
に
書
い
て
も
ら
っ

た
感
想
文
で
は
、
「
先
生
の
話

や
ビ
デ
オ
を
通
し
て
、

た
ば
こ

が
が
ん
等
の
病
気
に
な
る
こ
と

が
わ

か
り
恐
い

と
思

っ
た
」
、

「
た
ば
こ

を
吸
う
と
肺

が
あ
ん

な
に
汚
れ
て
し
ま
う
し
、
病
気

に
も
な
っ
て
し
ま
う
の
で
自
分

は
大
人
に
な
っ
て

も
絶
対
た
ば

こ
は
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う

と
思
っ
た
」
、
「
た
ば
こ
の
煙
は

吸
っ
て
い
る
人
だ
け
じ
ゃ
な
く
、

周
り
の
人
に
も
害
を
及
ぼ
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、

近
く
で
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る

人
が
い
た
ら
注
意
し
よ
う
と
思
っ

た
」
、
「
家
の
中
で
お
父
さ
ん
や

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
た
ば
こ
を
吸
っ

て
い

る
の
で
、
勉
強
し
た
話
を

教
え
よ
う
と
思
っ
た
」
等
様
々

な
感
想
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
禁
煙
教
室
に
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
た
ば
こ
の
恐

ろ
し
さ
を
十
分
理
解
し
、
今
後

大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
大
人
に
な
っ
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
た
ば
こ
を
吸
っ

て
い
る
大
人
の
皆
さ
ん
今
か
ら

で
も
手
遅
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
日
か
ら
で

も
自
分
の
そ
し
て

家
族
の
健
康
を
守
る
た
め
に
禁

煙
を
心
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

ノーマライゼーション推進事業

｢こころふれあいｉｎあおもり｣の開催案内

障害をもつ人も持だない人も共に暮らす地域づ

くりをめざして、下記のとおり、ふれあい・交流

を行うこととしました。

多くの方々の参加をお待ちしています。

開 催 日

開催場所

参加対象

記

平成12年９月12日

正午～午後３時30分

県民福祉プラザ（青森市）

一般市民、当事者、家族、

ボランティア、保健医療福祉関係者

内　　 容　１）式典

２）講演 「にころの健やかさと

障害の理解」

（講師：二本松会上山病院

五十嵐善雄副院長）

３）健康福祉展及び模擬店開設



◇　地元企業の繁栄を支援する保証制度　◇

蓬田村では青森県信用保証協会と中小企業者の事業資金に

かかる借入を円滑にするため、次の特別保証制度を実施して

います。
無担保保証の場合は、保証利率を更に0.05％引下げし負担

の軽減を図るとともに、地元企業者のご利用しやすい制度と

して、きめ緇やかな対応していくことになっています。大い

にご利用下さい。

(　) は無担保保証の料率です。

・無担保、無保証人制度も扱っています。　この場合の保証

料率は0.68 ％と一層引下げした取扱となっています。
○くわしくは青森県信用保証協会営業部・保証課

(電話0 1 7 - 7 2 3 - 1 35 3 )

または役場・企画課(電話  2 7 - 2 1 9 4)へお問い合わせく

ださい。

Ｏ　 看護学生
自衛隊の看護陸 曹（看護婦）を養成する 制度
自衛隊の 高等看護学 院に入 隊レ　 ３年間 の専門教育後 、看 護婦免

許を取得し、 全国 の自衛隊病院に勤務する。
○　 防衛大学校学生

幹 部自衛官 を育成す る制度でご 一般の大学 と同様 の教育を受 け、
幹部自衛官として 全国の自衛隊で勤務す る。

○　 防衛医科大学校 生
医師である幹 部自 衛官を育成する 制度
入校後、 一一般の医科 大学と同様 の教育を６年間受け た後､ 医師免許

を取得し、全国 の自 衛隊病院で勤務する。
対象

看護学生
平成13年４月１ 凵現 在18歳以上22歳未満 の者
（１）高 等学校 又は中等 教育学校卒 業者 （平成13年 ３月卒業見 込み

の者を含む｡ ）
（２）高等 専門学 校３年 次終了者 （平成13 年３月修 了見込 みの者を

含む｡）

（３）高等学校卒業 と同等以上の学力ある と認められる者
防衛大学校及び防衛医 科大学校学生

平成13年４月１ 囗現 在18歳以E21 歳未満 の者
け ） 高等 学校 又は中等 教育学校卒業 者 （平成13年 ３月卒業 見込み

の者を含む｡ ）
（２）高等 専門学 校３年 次修了者 （平成13 年３月修 了見込 みの者を

含む｡）
（３）高等学校卒業 と同等以上の学力がある と認 められる者

○受 付期間
平成12年９月14日（木）から10月13日（金）まで

○ １次試験 （２次試験に ついては別途ご案内し ます）
看護学生

１次試験　平成12年10月26日（木）
防衛大学校生

１次試験　平成12年11月11日（土）及び12日(日)
防衛医科大学校学生

１次試験　平成12年11月４日（土）及び５日(日)
試験場所

県民福祉プラザ

お知らせ

8月は｢電気使用安全月間｣です。

「真夏 囗」 は、 １ 囗の最高 気 温が30 で 以 上にな っ た 囗、 ま

た、「熱 帯 夜」 は、 最 低気 温 が25 °Ｃ以 下 にな らな かっ た 夜で 、

赤道 直下 のシ ンガ ポー ルや マニ ラ の夜と 同じ です。

例 年 ７月 か ら９ 月 まで の ３ヵ 月間、 感 電事 故 が多 発 する 傾

向にあ り ます。

暑 さ によ る疲 労 で注 意 力が 散漫 にな り がち な とこ ろ へ、 肌

の露 出部 分 が多 く なり、 さ ら に 発汗 に よ り電 流が 流 れや す

く な る な ど の悪 条件

が重 な り 合 う の か も

し れ ませ ん。

通 商 産 業 省で は 、

毎年 ８ 月 を 「電 気 使

用安全 月間」 と定 め、

電 気 を 安 全 に 使用 し

て い た だ くよ う 全国

一 斉に 呼 び かけ て お

り ます。 感 電 事 故な

ど 起こ さ な いよ う 注

意し ましょ う。

１１●お知らせ情報局

主唱通産省電気使用安全月間

8月1日卜31 日

タコ足配線は危険です

(財)東北電気保安協会

県産スギツアー参加者の募集

【趣　　 旨】

青森県 の「スギ」 は、 全国４位の面積を誇っています。　この豊
かなスギを 一般 住宅 へ利用して いく ことで、 間伐などを進め、 健

全な森林を守り育てていくことが求められています。

県では、 一般 消費者の方々に青森スギに対する理解を深めても
らうため県 産スギツアーを実施し ます のでお気軽に参加ください。

【主　　 催】青森県東地方農林事務所

【実施回数】２回［平成12年９月30日（土）、10月23（月）］

【視察予定】スギ 人口林、スギ製材工場、木材流通センター。

スギ 材展示住宅ほか

【交通手段】貸切り バス、 【参加料】無料

【募集対 象】青森市、東津軽郡在住の一般市民（30名／回､先着順）

【応募／切】実施日の10日前

【応募方法】ハガ牛又はファックスで、

１。氏 名　２． 年齢　３． 職業　４．住所

５．電話番 叮　６．ツアー参加希望日

を記入 の上、つぎの宛先まで。
〒030-0801　 青森 市新町二丁目４ －30県庁北棟４階

東地方農林事務所林務課　県産スギツアー係

［電話］017-734-9962　 ［ファックス］017-73/卜8305

融資のご案内 自衛官募集案内

情
報

局

項　　　　　目 ⑨　簡易小口資金

保 証 金 額 1,000万円

期　　　　　間 ５年以内

貸 付 利 率 年率4. 20% 以内

保　 証　 料 年率0.85 ％(0.80％)

そ　 の　 他
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【
特
定
計
量
器
定
期
検
査

の
お
知
ら
せ
】

特
定
計
量
器
の
定
期
検
査
を

左
記
の
日
時
及
び
場
所
で
実
施

し
ま
す
。
検
査
対
象
と
な
る
特

定
計
量
器
を
お
持
ち
の
方
は
必

ず
受
検
し
て
下

さ
い
。

記

検
査
月
日

平
成
十
二
年
八
月
三
十
一
日
采
）

検
査
受
付
時
間

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

場
所蓬

田
村
役
場
前

持
参
す
る
も
の

・
検
査
を
す
る
は
か
り

・
手
数
料

（
問
い
合
わ
せ
先
）

役
場
企
画
課
（
二
七
）
二
一
九
四

【
住
宅
金
融
公

庫
か

ら

の
お
知
ら
せ
】

住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
ロ
ー

ン
を
ご
返
済
中
で
、
最
近
の
不

況
に
伴
う
失
業
や
収
入
の
減
少

な
ど
で
返
済
に
お
困
り
の
方
に

対
し
て
は
次
の
よ
う
な
返
済
方

法
の
変
更
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
、
返
済
期
間
の
延
長
（
十
年
）

二
、
元

金
据
置
期
間
の
設
定

（
最
長
三
年
）

三
、
現
金
据
置
期
間
中

の
金
利

引
き
下
げ

お
取
扱
期
間
は
、
平
成
十
三

年
三
月
末

ま
で
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
住
宅
金

融
公

庫
東
北
支
店
（
電
話
○
二

二
－

二
二
七
－

五
〇
〇
三
）
又

は
ご
返
済
中
の
金
融
機
関
の
相

談
コ
ー
ナ
ー
ま
で
。

あなたの声を県政に！
「ヤングフォーラム」参加者募集

県では、若い世代の皆さんから広＜県政全般に対する意見・提言を聴き、県政に反映さ

せるため、『ヤングフォーラム』を開催します。

参加を希望する方は、下記によりお申し込みください。

開 催 日 時　 平成12 年10 月24 日（火）14 : 00～17 : 00

開催場所　県庁西棟８階　大会議室（青森市長島１丁目1 - 1)

応募資格　青森市及び東津軽郡に在住の満20歳から満35歳までの方で、県政に関心のある方

（ただし、常勤の公務員及び地方自治体の議員は除きます。）

募集人員　15人

応募方法　下記の必要事項を記入して、ハガキ又はファクシミリで、お申し込みください。

記
入
す
る
事
項

①　住　所（郵便番号）

②　 氏　 名 （フ リガ ナ）

③　 性　 別

④　 生年月日

⑤　 職　 業

⑥　 電話番号

⑦　 県政に対する 意見・提言等

（100 字以内 で記入してく ださい。）

選考結果　　応募者の中から、年齢、性別、職業、地区等のバランスを考慮して選考し、結果は

９月末頃にお知らせします。

応募締切　　平成12年９月８日（金）必着

応 募 先　 ・〒030－8570　青森市長島１丁目１－１

青森県　政策推進室　ヤングフォーラム係

（電話　017-734-9138  (直通））

・ファクシミリ番号→017-734-8029
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友
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ん
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に
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５
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６
年
　
大
宮
　
由
子

虫
歯
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と
ま
ち

が
え
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５
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浦
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き
を
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す
れ
て
ご
め
ん
だ
い
じ
な
は
　
　
　
　
２
年
　
山
谷
暁
希
奈

と
れ
た
歯
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お
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こ
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く
ん
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よ
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年
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彬
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い
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佳
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か
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歯
ど
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し
て
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め
る
囗
米
な
ん
だ
　
　
　
　
５
年
　
中
村
　
彩
子

選
評
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川
柳
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好
会
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さ
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き
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さ
ん
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せ
て
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し
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。
歯
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が
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き
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と
か
い
う
句
ば
っ
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だ
っ
た
よ
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句
は
、
だ
れ
か
に
よ
ん
で
も
ら
う
も
の
で
す
。
よ
ん
で
も
ら
え
な
け
れ
ば
こ
ま
り
ま
す
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そ
の

句
を
よ
ん
だ
と
き
、
あ
ざ
や
か
な
絵
が
頭
の
中
に
み
え
て
く
れ
ば
大
せ
い
こ
う
で
す
。

五
七
五
で
絵
を
か
き
ま
し
よ
う
。

人
位
　

お
ど

ろ
き
ま
し
た
。
お
ふ
ろ
の
中
に

あ
る
歯

が
絵
に
な
っ
て
見
え
て
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ま
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地
位
　

か
ん
字
の
じ
て
ん
と
は
、
少
し

ち
が
う
考
え
方
で
す
ね
。
こ
ん
ど
は
、
自
分
の
牛

活
を
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い
て
く
だ
さ
い
。

天
位
　

お
じ
さ
ん
、
八
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で
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歯

と
い
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と
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よ
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つ
く
り
ま
し
た
。

テレホンガイド

○　役　　　場　27-211卜　 よもぎ温泉　　　27-2170　 ●
FAX　27-:3255 ユ 中央公民館　　　27-2076

教育委員会3 岬 厂 保☆肓ﾌﾟ]所　27-2180

広 子 レ
…
……輩||

つ||||/tjy

二j§aj

ト レ セ ン27-3010 中~学1……j一一$ 27-2038
たままつ海の情報館　　 社会福祉協議会27-2828

●　　　　　　　31-3061　　マルジ士よもぎた31-3040　 ●

８　AUGUS  T

８月行事予定表- 　 - 一 一 　 - - 　 一 一

開催日 曜日 行　　　事　　　名 場　　 所 時間 担　当

8 /16 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 中 央 公 民 館

17 ・ 21 木・月 高齢者教室 尾　　　 上　　　 町 中 央 公 民 館

21 月 書道教室 中　央　公　 民　館 13:30 中 央 公 民 館

22 火 慰霊祭 玉　　　 松　　　 台 10:30 福　　祉　　課

23 水 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 中 央 公 民 館

25 金 １歳６ヵ月・２歳児健診 中　央　公　 民　館 13:00 福　　祉　　課

27 日 よもぎた産業まつり 玉松台スポーツガーデン 10:00 農 林 水 産 課

28 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13:30 中 央 公 民 館

/ﾉ
μ

介護保険制度懇談会 中　沢　公　民　 館 13:00 福　　祉　　課

μ μ μ 長　 科　集　会　 所 15:00
μ

29 火 X7 広　 瀬　公　民　 館 13:00 1/

μ // μ 高　根　公　民　 館 15:00 μ

30 水 // 阿 弥 陀 川 公 民 館 13:00 1/

// μ // 蓬　 田　公　民　 館 15:00 /ﾉ

ﾌﾉ μ 陶芸教室 ふるさと総合センター 9 :00 中 央 公 民 館

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31
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おめでとう
めざせ大輔少年野球大会

優　　　　 勝

７月30囗、蟹田町でめざせ大輔少年野球大会が行われました。

この事業は、今年度からの試みで蟹田町・蓬田村・平舘村の小学生を

対象に野球大会を通じて交流を深めながら野球に対する関心・意欲を高

めるとともに 優勝チームをプ囗野球の観戦ツアーに招待し、生で野球

の醍醐味を楽しんでもらい野球少年に夢を与えることを目的としていま

す。

試合は三チームのリーグ戦で行われ、第一試合は平舘小学校と対戦、

17対３で勝利、二試合目の蟹田小学校の試合も11対６で勝ち見事優勝し

ました。

プロ野球の観戦は夏休み中に行われます。子ども達は、今から心待ち

していることでしょう。

役場では、戸籍の窓口の事務処理が電算化されました。

新しいシステムは、住民票のサービスでこれまで係員が

書類を探してコピーするまでに時間がかかりましたが、係

員が住民の名前と住所などを確認し、キーボードを打ち込

むと即座に書類がプリントされます。村では、印鑑登録の

電算化も進めており、今年度中にもスタートを予定してい

ます。

戸 籍 の

窓　　囗

人口と世帯数

（７月31 日現在）

総人口　3, 672人

男　　1,749 人

女　　1,923 人

世帯数　1,091 世帯

７月受付分

お誕生日おめでとうございます

小鹿　　裕哉  (昭義

育子　　　長男中川　孔明　　　　悟
(
尚 子　　　長男

|……=]お く や み 申 ＼じ 上 げ ま す ………=jj

東澤　キワ（阿弥陀川　87 歳）

北山喜代松（宮　　 本　91 歳）

編
　

集
　

後
　

記

本
年
十
月
一
日
現
在
で
、
全

国
一
斉
に
国
勢
調
査
を
実
施
し

ま

す

。

調

査

は

、

九

月

下

旬

か

ら

十

月
上
旬
に
か
け
て
『
国
勢
調
査

員
証
』
を
携
帯
し
た
調
査
員
が

世
帯
を
訪
問
し
ノ
調
査
票
の
配

布
・
取
集
を
行
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
じ
ま
す
。

み
～
つ
け
た
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